
  

埼玉大学教育学部附属特別支援学校 

 

さいたま市の市街地にある特別支援学校です。保護者や地域の方と共に、主に知的障害のある

児童生徒の一人一人がもっている力を最大限に発現させるために、生活に即した学習や体験的

な学習を多く取り入れています。そして、社会の主体としてたくましく生活できる子を育て、

自立と社会参加をめざします。 
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中学部 2 年生６名が大学の学園祭でポップコーンを売る取り組みまでを描いた映画、「ポップコーンカ

フェ」を近隣の映画館で上映しました。６名の生徒は最後に舞台挨拶でみんなに笑顔と「みんなで協力

することが大切だと思った。」というメッセージを伝えました。 

 

 １学年１クラスの少人数の学級です。中学部１年生の時は、６名で畑を耕し、ポップコーンの種を植

え、ポップコーンを収穫しました。そしてポップコーンの製造器を地域の方から借り受け、校内の教員、

保護者、地域の方へポップコーンとコーヒーのおもてなし活動を行ないました。一連の流れを通して、

植物の生長や数量の学習だけでなく、役割分担で自分の仕事をやりきること、協力すること、そして「働

く活動を通した達成感や成就感を得ることで、働く喜びを知る」というところまで学習していきました。 

 

 そして２年生では「ポップコーンをどうしたら更に売れるようになるだろう」と教員の問いかけから、 

「工場に見学に行く」「味を新しくする」といった子どもたちの答えから、 

自然に物語に入っていけるようストーリーやセリフを考えました。実際に県内の 

ポップコーン工場に見学に行き、働く人の勉強と共に味付けのヒントをもらった 

り、林間学校でロケ活動を行ったりしながらたくさんの映像を紡いで、２年間で 

一つの映画を作りあげました。 

 上映に当たっては映画作りを学んだ埼玉大学の映画制作のサークルと共同で 

映画館を貸し切り、映画上映の夢が実現しました。 

 中学部３年生になった今、修学旅行先の関西のポップコーン店を訪問し、体験 

する計画が進行中です。 


